
（　　　　　　）病院輸血療法委員会規程

（設置）

第1条 （○○○○○）病院における適正な輸血及び輸血治療の啓発及び監視等を行うために（○○○○○）病院輸血療法委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（審議事項）

第2条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

（1） 診療に必要な輸血製剤の受入、管理及び供給に関すること。

（2） 輸血に伴う諸検査に関すること。

（3） 輸血に関する教育及び研究に関すること。

（4） 輸血治療の啓発に関すること。

（5） 輸血の適正使用及び安全管理に関すること。

（6） その他輸血に係わる事項に関すること

（組織）

第3条 委員会は、次の各号に掲げる委員を持って組織する。　　　　　　　（例）
（１）輸血部長

（２）手術部、検査部、救急部、集中治療部、薬剤部の各部長あるいは副部長

（３）看護部長又は看護師長のうち若干人

（４）各診療科より若干人

（５）医事課職員のうち若干人
（６）その他病院長が指名する者若干人

２　前項４号及び６号に掲げる委員は、病院長が委嘱する。

（任期）

第４条　前条第１項４号及び６号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の委員の任期は、前任者の残余の期間とする。

（委員長）

第５条　委員会に委員長を置き、輸血部長をもって充てる。

２　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３　委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
４　委員長は、委員会において審議した結果を病院長に報告するものとする。
（会議）

第６条　委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。

２　委員会は原則として隔月１回開催するものとする。ただし、委員長が必要と認めたときは臨時に開催することができるものとする。

３　委員会は、第３条第１項第２号、第５号から第８号までに規定する委員が事故その他やむを得ない理由により委員会に出席できないときは、当該委員が所属する部署の者を代理者として出席させることができる。
（委員以外の者の出席）

第７条　委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者を出席させることができる。

（事務）

第８条　委員会に関する事務は、医事課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。

附則

１　この規程は、平成　　年　　月　　日から施行する。

委員の選定にあたっては、貴院の状況に応じて行ってください。


他役職の選定）検査部職員、検査担当　等々









